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町民を対象としたアンケート調査の結果
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１．町民のウェルビーイングに関する調査結果

１．町民を対象としたアンケート調査の結果

今年10月に町民の皆さんを対象にアンケートを実施しました。Point

中井町における幸福度に関する特徴を抽出することを目的に紙のアンケートおよびWebアンケートを実施。

実施期間 ： ２０２４年10月１1日（月）～28日（月）

対象者 ： 中井町に在住もしくは中井町で勤務する人を中心に、町と関わりのある人

調査方法 ： Web回答、紙の調査票へ記入し送付

配布数 ： 無作為抽出した町民3,000名

回収数 ： 1,036件

Web回答 ・・・ ３70件（うち英語回答27件）

郵送回答 ・・・ 6６６件
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１．町民のウェルビーイングに関する調査結果

アンケートは以下の構成としており、個人のWell-Beingに加え地域社会に関わるWell-Beingを把握する

ことと、各政策領域に関する実感を把握。
Point

アンケートの構成

幸福実感

心身の健康 経済的な状況 住まい・生活の満足

家族との関係 友人との関係 職場との関係 地域との関係

余暇の充実 生きがい・挑戦 寛容性・思いやり

安心・安らぎ

自然環境 健康・福祉 教育・学習 都市・住宅

産業・観光 防災・防犯 自治・連携

心身・生活

精神

社会・場

個人

政策領域

（中井町総合計画より）

Well-Being実感指標

政策領域実感指標

１．町民を対象としたアンケート調査の結果
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１．町民のウェルビーイングに関する調査結果

回答者の状況は次のとおり。Point

0 100 200 300 400

２５歳未満

２５～４４歳

４５～５９歳

６０～７５歳

７５歳以上

無回答

回答者数（人）

年代別

0 200 400 600

男性

女性

無回答

回答者数（人）

性別

0 200 400 600

中村地区

境地区

井ノ口地区

中井町外

その他・わからない

回答者数（人）

居住地区

0 200 400 600 800

中井町

中井町外

無回答

回答者数（人）

出身地

0 200 400 600

５年未満

5～10年未満

10～20年未満

20～30年未満

30年以上

中井町に住んだことはない

無回答

回答者数（人）

居住年数

0 200 400 600 800 1000

戸建て（持家）

集合住宅（持家）

戸建て（借家）

集合住宅（借家）

寮・社宅

その他

無回答

回答者数（人）

住居状況

１．町民を対象としたアンケート調査の結果
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２．町民のウェルビーイングに関する調査結果

回答者の状況は次のとおり。Point

0 200 400 600

中井町

中井町外

通勤・通学はしていない

無回答

回答者数（人）

通勤通学先

0 200 400 600 800

結婚している

結婚していたが、死別・離別した

結婚していない

無回答

回答者数（人）

結婚

0 200 400 600 800

いる

いない

無回答

回答者数（人）

子供の有無

0 200 400 600

0歳～小学校入学前

小学生

中学生

15歳(中学生除く)～18歳未満

18歳以上

回答者数（人）

子供の人数 1人 2人 3人以上

0 200 400 600 800 1000

いる

いない（一人暮らし）

無回答

回答者数（人）

同居者

１．町民を対象としたアンケート調査の結果
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１．町民のウェルビーイングに関する調査結果

町民の幸福実感は、５と7～8に山がある回答結果になった。

これは全国の他の地域の平均と似た傾向になっている。
Point

0

50

100

150

200

250

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

最も良い

幸福実感（現在）

最も悪い

0

50

100

150

200

250

300

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

最も良い

幸福実感（5年前）

0

50

100

150

200

250

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

最も良い

幸福実感（5年後）

最も悪い最も悪い

１．町民を対象としたアンケート調査の結果
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１．町民のウェルビーイングに関する調査結果

現在の幸福実感は25歳未満が高く、年齢が高くなるとともに低くなる傾向である。

5年後の幸福実感の落ち込みも年齢が高いほうが大きい。
Point

4.50

5.00

5.50

6.00

6.50

7.00

7.50

5年前 現在 5年後

幸福実感（平均値）

男性 ２５歳未満 男性 ２５～４４歳 男性 ４５～５９歳

男性 ６０～７５歳 男性 ７５歳以上

4.50

5.00

5.50

6.00

6.50

7.00

7.50

5年前 現在 5年後

幸福実感（平均値）

女性 ２５歳未満 女性 ２５～４４歳 女性 ４５～５９歳

女性 ６０～７５歳 女性 ７５歳以上

１．町民を対象としたアンケート調査の結果
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（参考）全国におけるWell-Being調査結果

全国調査においては、19歳以下で総合実感が高く、50代に向けて低くなる。

60代、70代では「現在」に比べ「5年後」の方が低い。
Point

全国調査結果における年代別総合実感平均値

男性 5年前 現在 5年後

全体 5.9 6.0 6.2

19歳以下 6.9 7.1 7.6

20～29歳 6.1 6.2 6.8

３０～39歳 5.5 5.8 6.4

40～49歳 5.4 5.5 5.8

50～59歳 5.5 5.4 5.6

60～69歳 6.0 6.0 5.9

７０歳以上 6.7 6.7 6.4

女性 5年前 現在 5年後

全体 5.9 6.1 6.5

19歳以下 6.1 6.3 7.2

20～29歳 5.7 5.9 6.9

３０～39歳 5.4 5.7 6.6

40～49歳 5.5 5.8 6.3

50～59歳 5.7 5.9 6.2

60～69歳 6.2 6.4 6.2

７０歳以上 6.9 6.9 6.4

１．町民を対象としたアンケート調査の結果
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１．町民のウェルビーイングに関する調査結果

Well-Being実感指標は、「家族」「友人」とのつながりは評価が高い。「暮らしやすい環境」「チャレンジ」「職

場・学校はやりたいこと実現できる」「明るい気持ちになる場所がある」がやや低い評価となった。
Point

57

63

73

98

92

54

96

40

73

54

86

86

70

33

103

23

31

103

137

122

140

134

78

181

58

112

91

125

130

104

79

164

42

40

141

147

163

199

236

147

218

167

284

223

187

246

276

237

320

251

273

385

413

414

404

419

463

377

456

373

422

412

341

395

465

300

502

461

340

263

253

184

142

286

159

308

186

238

219

225

183

216

134

205

216

精 神 的 に 健 康 な 状 態

身 体 的 に 健 康 な 状 態

収 入 や 資 金 が 得 られ て い る

経 済 的 な ゆ と り が あ る

日 常 の 主 な 活 動 の 調 和 が と れ て い る

住 ま い は 快 適 で 、 安 全 ・ 安 心 で あ る

暮 らしや す い 生 活 環 境 で あ る

日 々 の 生 活 の 中 で 、 居 場 所 が あ る

立 場 ・ 地 位 に 満 足 して い る

あ り の ま ま の 自 分 で い られ る

趣 味 や 学 び 、 自 分 を ケ ア す る 時 間 を 持 て る

没 頭 した り 、 夢 中 に な る こ と が あ る

や り が い や 充 実 感 を 感 じ て い る

問 題 や 課 題 が あ っ て も 乗 り 越 え られ る

チ ャレン ジ した り 、 目 標 に 向 か っ て 努 力 を して い る

他 の 人 の 価 値 観 や 意 見 を 尊 重 し て い る

周 り の 人 を 喜 ばせ た い 、 尽 くした い と 思 う

（人）

Well-Being実感指標

そう思はない どちらかというとそう思わない どちらでもない どちらかというとそう思う そう思う

24

26

31

30

45

38

34

75

80

52

69

113

84

81

41

25

35

25

50

21

36

62

88

50

78

119

84

68

130

90

149

194

269

180

249

285

295

335

379

405

499

310

462

406

463

469

415

421

329

268

244

438

373

284

288

399

364

476

340

302

240

359

172

121

104

151

125

103

60

160

家 族 と 良 い 関 係 が 築 け て い る

家 族 は、 困 っ た と き に 力 に な っ て くれ る

家 族 は、 意 見 や 考 え 方 を 受 け 入 れ て くれ る

友 人 と 良 い 関 係 が 築 け て い る

友 人 は、 困 っ た と き に 力 に な っ て くれ る

友 人 と 一 緒 に い る こ と で 、 楽 し く 明 る い 気 持 ち に な

る

職 場 ・ 学 校 の 人 た ち と 良 い 関 係 が 築 け て い る

職 場 ・ 学 校 に 愛 着 を 感 じ る

職 場 ・ 学 校 は、 自 分 の や り た い こ と を 実 現 で き る

中 井 町 の 人 と 良 い 関 係 が 築 け て い る

中 井 町 の 人 は困 っ た と き に 助 け て くれ る

中 井 町 に は、 明 る い 気 持 ち に な る 場 所 や 機 会 が あ る

中 井 町 の 人 は、 意 見 や 考 え 方 を 受 け 入 れ て くれ る

中 井 町 の 文 化 や 自 然 、 暮 らしに 愛 着 を 感 じ る

（人）

Well-Being実感指標

そう思はない どちらかというとそう思わない どちらでもない どちらかというとそう思う そう思う

１．町民を対象としたアンケート調査の結果
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１．町民のウェルビーイングに関する調査結果

政策領域実感指標は、「自然景観・資源」が高い評価となり、「仕事、収入を得る機会」「観光、まちづくりは元

気」が比較的低い評価となった。
Point

128

108

139

95

137

175

118

150

177

254

159

165

122

52

99

96

169

118

180

110

207

251

171

253

294

304

198

215

175

39

145

122

320

316

354

398

432

280

271

360

355

323

364

436

374

201

437

396

293

312

258

287

164

235

346

189

137

74

218

148

268

452

247

295

106

105

82

87

59

76

115

62

50

36

77

53

81

253

59

84

必要な医療を受けられ、健康指導を受けられる

子育てがしやすい環境である

高齢者や障がい者が安心して暮らせる

子どもの良好な教育環境が整っている

学びたいことを学べる機会がある

歩道や道路の整備がされて快適である

まちなかや公園なが整備され、心地よく利用できる

農業や地域産業は、元気で活力がある

観光、まちづくりは、元気で活力がある

やりたい仕事、適切な収入を得る機会がある

中井町は、災害に強いと感じる

防犯対策が整っており安心である

地域活動への町民参加が盛んだ

水と緑、里山の豊かな自然景観・資源に誇り

環境への取組が盛んだ

安心感のある行政サービスを受けられる

（人）

政策領域実感指標

そう思はない どちらかというとそう思わない どちらでもない どちらかというとそう思う そう思う

１．町民を対象としたアンケート調査の結果
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１．町民のウェルビーイングに関する調査結果

0

50

100

150

200

250

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

最も良い

幸福実感（現在）

最も悪い

4.50

5.00

5.50

6.00

6.50

7.00

7.50

5年前 現在 5年後

幸福実感の変化（男性・年代別）

男性 ２５歳未満 男性 ２５～４４歳 男性 ４５～５９歳

男性 ６０～７５歳 男性 ７５歳以上

4.50

5.00

5.50

6.00

6.50

7.00

7.50

5年前 現在 5年後

幸福実感の変化（女性・年代別）

女性 ２５歳未満 女性 ２５～４４歳 女性 ４５～５９歳

女性 ６０～７５歳 女性 ７５歳以上

アンケート結果を単純集計した結果からは以下のような傾向が読み取れた

①全国に比べて、中井町の町民の現在の幸福実感は高い（中井町平均6.4に対して全国平均は６．０）

②将来に対する幸福実感は全国に比べると少し低く（中井町6.0に対して全国6.3）、また、高齢になるほど将来の幸福
実感が下がる

③家族や友人との関係が良く、町の自然に誇りを持っている

１．町民を対象としたアンケート調査の結果
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１．町民のウェルビーイングに関する調査結果

アンケート結果から、幸福実感につながる要素について相関分析・因果分析を実施したところ、中井町町民の

幸福の実現に関係性の強い要素を発見。
Point

相関分析結果

※相関分析とは・・・幸福実感と各要素の相関関係（２つの事柄の関係の強さ）の強弱を分析

因果分析結果

※因果分析とは・・・幸福実感につながる複数の要素の因果関係（繋がりの流れ）を分析

経済的なゆとり

暮らしやすい生活環境

中井町の人と良い関係

身体的・精神的
な健康

立場・地位に満足

１．町民を対象としたアンケート調査の結果
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１．基本構想における５つの方向性の案

アンケート分析から得られた中井町民の幸福感に強く影響する要素を踏まえて、町民の幸福の実現に向けた

５つの方向性の案を導きだしたところであり、今後、総合計画審議会において議論を行う予定。
Point

暮らしやすい生活環境

地域の人との良い関係性

経済的なゆとり

地位や立場に満足

身体的・精神的な健康

町民が幸福を実感できる町

１．町民を対象としたアンケート調査の結果
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町民を対象としたワークショップの実施結果結果
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２．町民ワークショップの概要

2024年12月1日（日）に、「中井町の10年後を考える住民参加型ワークショップ」を実施。

町内関係者（町内に在住・在勤・在学されている方）は12名の方がご参加いただいた。
Point

 目的

• アンケート並びに町内関係者へのインタビューから、町民のウェルビーイングをゴールとしたロジックモデル仮説を構築

• 町民との対話を通じて、上記仮説の確からしさについて確認するとともに、町民のウェルビーイングについて深堀りする

 実施方法

• 日時：2024年１２月1日（日） 13:00-16:00

• 場所：中井町役場 3階 大会議室

• 形式：ワールドカフェ方式

• 参加者：町内関係者（12名）、関東学院大学学生（１２名）、中井町役場企画課職員様、 NEC

 ディスカッション項目

1. 因果分析から導かれるロジックモデル仮説をウェルビーイングストーリーに見立て、納得感についてヒアリング

2. アンケート並びにインタビュー結果を踏まえ、10年後の中井町について町内関係者と議論

3. ウェルビーイングを実現するために必要な要素や課題について、①行政 ②中間組織 ③個人の3つの視点から検討

２．町民を対象としたワークショップの実施結果結果
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２．町民ワークショップで得られた意見

町内関係者から10年後の中井町の課題として、以下5つの観点があげられた。

そのなかで行政/地域/町民の3つの視点から取り組むべきことがらについて議論を実施。
Point

 行政への提言

 町民が感じるまちの課題 ： １．移住者の受け入れ ２．交通 ３．高齢者の独居 ４．子育て支援 ５．そのほか

１．移住者の受け入れ

・ 経済合理性でなく「田舎らしさ」をアピールしつつ、移住者の居住環境の支援（民間空き家の支援、町営住宅の貸出）が必要ではないか
・ 空き家や空き農地を活用し、中井町の良いところである「自然」を愛するひとへ提供・貸し出しするのが一案あるのではないか

２．交通

・ 道が暗いために子供が安心して出歩けず、さらには親としても送迎の負荷がかかっている
・ 高齢者として交通手段の確保も課題であり、支援の仕方や町民ドライバーなど新たな施策を考えてほしい

３．高齢者の独居

・ 孤独を防ぐためのコミュニティの場づくりと、その場に行くための交通の改善
・ 少子高齢化の解決策としてベンチャー企業等を呼び込み、先進モデル地区としてのブランディングを図れないか

４．子育て支援
・ 児童館をつくり、子育て支援が手厚いことを対外的にアピールしながら子育て世帯の居場所を作ってほしい
・ 自治会やこども会を復活させ、学びや娯楽の機会をすべての世帯に平等に提供してほしい

５．そのほか
・ NPOなど有志で取り組んでいる人同士を繋げ、活動を発信する場がほしい。取り組みの場所に行政も顔を出してほしい。

２．町民を対象としたワークショップの実施結果結果
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２．町民ワークショップで得られた意見

地域や個人でできることについては、以下の意見があげられた。Point

 地域で取り組むべきことの議論

・ 子供の場づくりについては、行政だけでなく地域の取り組み（コミュニティボランティアなど）が必要である

・ 子供が安心して出歩けるようにPTAなどによる地域住民を起点とした安全の強化も考えられる

・ 健康についても地域でのつながりが有効と考える。近隣住民のつながりによる健康増進施策ができないか

・ 住民間のコミュニケーションの促進に向け、自治会の存続や町民主体のワークショップ、イベントが有効

・ 新たなひとを受け入れるために「否定しない」「受け入れる気持ち」など、寛容的な風土づくりが必要

 個人で取り組むべきことの議論

・ 個人レベルでも人口減少への意識を持つことや、地域のつながりをつくることが重要なのではないか

・ 個人としても中井町の良さや名産品をSNS等で発信することがまちのブランディングに寄与できないか

・ オンデマンドバスなど、既にある施策に対し実際に利用して応援する

・ 隣人同士で声掛け等をしながら、自治会や子供会に加入する

・ 孤独の防止や地域での健康増進のために、地域内であいさつや声掛けをする

２．町民を対象としたワークショップの実施結果結果
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２．ウェルビーイングストーリーの納得感に関するヒアリング

因果分析によって導いたロジックモデルを、ウェルビーイングストーリーとして落とし込み、

このウェルビーイングストーリーに対する納得感を町民ワークショップにてヒアリングした。
Point

項番 ウェルビーイングストーリー 納得する 納得しない

１
中井町の人は、職場や学校、家庭内で自分の居場所・立場を実感すると、
地域のひととの信頼関係が生まれる。それがまちでの自分の居場所づくりや暮らし
の愛着につながり、安心した生活環境になる。

誰もが明るい気持ちになれる場所があると、職場や学校でやりたいことを実現した
り、町の暮らし・文化に愛着を感じる。これらの営みが、地域とのコミュニケーションや
助け合いにつながり、周囲の人との良い関係を築くことができる。これが中井町民の
幸せである。

２

まちでの十分な役割があることで、自分自身のケアや調和のとれた日常を過ごすこ
とができ、日常生活に必要な経済的ゆとりの実感につながる。これが中井町の幸福
にとって重要な要素である。

３

友人と良い時間を過ごすと充実感を感じられ、自分自身がケアされる気持ちになっ
たり、問題があっても乗り越えられると前向きな気持ちになる。これによってお互い
を助け合うゆとりが生まれ、日常でも調和がとれ、まちのなかで居場所を感じられ
る。これが中井町民の幸せである。

４

自然に囲まれたなかで学ぶ時間や趣味など夢中になれることがあると、やりがいや
充実感が生まれ、ありのままの自分を実感する。さらに自分の居場所につながり、身
体・精神的な健康な暮らしが実現できる。

５

どちらでもない

６９％

５０％

１５％

７３％

７２％

２３％

４６％

８１％

２７％

２４％

８％

４％

４％

０％

４％

２．町民を対象としたワークショップの実施結果結果



© NEC Corporation 2024 20

２．ウェルビーイングストーリーの納得感に関するコメント

各ウェルビーイングストーリーに対しいただいた意見を以下に示す。

これらの意見も踏まえ、第七次総合計画への反映を検討。
Point

 ストーリー１
- 地域のひとと繋がると、自己肯定感が上がったり気持ちに安定感が生まれたりする
- 一方、「居場所・立場とまちの愛着」や、「居場所・立場の実感と信頼関係」には納得感を感じにくい

 ストーリー２
- 「町の暮らし・文化に愛着を感じる」は幸せに感じ、地域とのつながりを大切にしようと考えるきっかけになる
- 「明るい場所があることによって町の暮らし・文化に愛着を感じる」というのは違和感がある

 ストーリー３
- まちから与えられた役割で新しい人間関係ができて、やりがいを感じることにより幸せを感じる人はいるかもしれない
- 一方、十分な役割でもプレッシャーに感じたりやりたくない役割もあるので、負担に感じるひともいる

 ストーリー４
- 友人と過ごすことはリフレッシュにもなるし助け合いの意識も生まれるため、必要性を感じており納得感がある
- 一方、いい点だけではなく周りと比べてしまったりするため、プラスの面ばかりではない

 ストーリー５
- コロナ過でも自然の豊かな環境のおかげで穏やかに生活出来た。生活の豊かさと健康のつながりを感じる
- 一方、自然の豊かさが自分の居場所につながるかという点ではあまり納得感を感じない

２．町民を対象としたワークショップの実施結果結果
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町民等に対するインタビュー調査の結果
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３．町民へのインタビューの結果

３．町民等に対するインタビュー調査の結果

2024年10月20日（日）開催の美・緑なかいフェスティバルでは147名へインタビューを実施。

居住地別では中井町在住者が45％、中井町外の居住者が55％の比率で回答を入手。
Point

中井町

45%

中井町以外

55%

中井町 中井町以外

回答者の推定属性（居住地別）

10代

10%

20代

12%

30代

21%

40代

10%

50代

12%

60代以

降

25%

未記入

10%

回答者の推定属性（年代別）

男性

28%

女性

65%

未記入

7%

男性 女性 未記入

回答者の属性（性別）

n=147 n=147 n=147
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３．町民へのインタビューの結果

暮らしの幸福や中井町の改善点について、インタビューを行った結果は以下のとおり。

自然や友人、地域、家族、平穏といった単語が頻出しており、アンケート因果分析と関連性が見えた。
Point

 インタビュー実施前提

- インタビュー対象は中井町民とする

 サマリ

- 暮らしにおける幸福から想起するカテゴリワードとして、以下が頻出

自然（27.94％）、友人（27.94％）、地域（20.59％）、平穏

（14.71％）、家族（10.29％）

- 世代別の回答傾向として、未成年層は「自然・友人」、若年層は「地

域・家族」、現役世代は「平穏・友人・地域」、

高齢者層は「自然・家族・平穏・地域」に関連するワードを挙げる傾向

あり

 ウェルビーイングアンケートの因果分析結果との関連性

- インタビュー内で頻出された「家族」、「友人」、「地域」、「自然」に関す

るワードは、ウェルビーイングアンケートの因果分析結果からもウェ

ルビーイングに繋がる因子として確認

- 一方、インタビュー回答で頻出された「平穏」に関するワードがウェル

ビーイングアンケートのどの指標と結びついているか不明瞭

暮らしの幸福について 中井町の改善点について

 インタビューに関する前提

- インタビュー対象は中井町民に加え、町外在住者へも実施

 中井町民からの意見

- 中井町の改善点及び居住意欲を高めるカテゴリワードとして、以下が頻出

交通（51.47％）、集まる・遊べる場所（20.59％）、道路などの環境整備

（22.06％）、買い物（14.71％）、教育、医療

- 世代問わず交通への意識が高いが、若年～現役世代は「教育・買い物」に意

識が強く、高齢者層は「集まる/遊べる場所」への改善要望が高い

 中井町以外に在住の方からの意見

- 中井町民の傾向と大きな乖離はないが、アピール（WEBやSNSでの情報

発信など）の強化を挙げる声もあった

 ウェルビーイングアンケートの因果分析結果との関連性

- 「集まる・遊べる場所」 は分析結果から「中井町は楽しく明るい気持ちにな

ることができる場所や機会がある」、「観光、まちづくりは活力がある」の指

標との因果関係があることが確認できる

- 「生活環境の整備」はアンケート内の「中井町は、歩道や道路の整備がされ

ており、安心で快適である」の指標が該当するが、因果分析結果ではウェル

ビーイングとの関連性は確認できなかった

３．町民等に対するインタビュー調査の結果
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４．町民への意見聴取を踏まえたまとめ

ウェルビーイングに関するアンケート等の実施を通じて、町民がどのような要素に対して幸福を感じているか

が明らかとなっており、これらのデータ分析を踏まえて、総合計画の企画立案を進める。
Point

４．まとめ

暮らしやすい生活環境

地域の人との良い関係性

経済的なゆとり

地位や立場に満足

身体的・精神的な健康

町民が幸福を実感できる町

政策分野と具体的な施策の検討

納得感のある
メッセージの検討

政策分野と具体的な施策の検討

納得感のある
メッセージの検討

政策分野と具体的な施策の検討

政策分野と具体的な施策の検討

政策分野と具体的な施策の検討

納得感のある
メッセージの検討

納得感のある
メッセージの検討

納得感のある
メッセージの検討

全体の柱となる
メッセージの検討



© NEC Corporation 2024 25

参考資料
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１．町民のウェルビーイングに関する調査結果

回答者の状況は次のとおり。Point

0 100 200 300

自営業

会社・団体等の役員

正規従業員・職員

パート・アルバイト、契約・派遣社員

学生・生徒

主夫または主婦

無職

回答しない

回答者数（人）

職業

0 50 100 150

農林漁業

鉱業、採石業、砂利採取業

建設業

製造業

電気・ガス・熱供給・水道業

情報通信業

運輸業・郵便業

卸売業・小売業

金融業・保険業

不動産業・物品賃貸業

学術研究、専門・技術サービス業

宿泊業、飲食サービス業

生活関連サービス業、娯楽業

教育、学習支援業

医療、福祉

その他のサービス業

公務

その他

回答者数（人）

職業分野

１．町民を対象としたアンケート調査の結果



© NEC Corporation 2024 27

１．町民のウェルビーイングに関する調査結果

「幸せを感じるとき」についての自由回答の状況は以下の通り。Point

25歳未満女性25歳未満男性

抽出語 出現回数
会う 2
休日 2
静か 2
特に 2
父親 2
友達 2
ほか 1
ま 1
イベント 1
パス 1
ライン 1
ラグビー 1
維持 1
井ノ口 1
一緒 1
一部 1
家 1
会える 1
改善 1
街 1
久しぶり 1
給料 1
近い 1
空気 1
見せる 1
湖 1
交通 1
行く 1
行動 1
散歩道 1
使う 1
姿 1
時代 1
自由 1
車 1
手 1
周り 1
集まる 1
少ない 1
焼き肉 1
上がる 1
上手い 1
食事 1
新しい 1
親 1
親友 1
震 1
成績 1
祖母 1
地区 1

抽出語 出現回数
食べる 4
友達 4
家族 3
美味しい 3
おしゃべり 2
ご飯 2
お話 1
スパイラル 1
ベッド 1
ポテト 1
ランチ 1
育つ 1
円 1
横浜ベイスターズ 1
家 1
会う 1
海 1
楽しい 1
感じる 1
甘い 1
気づく 1
近く 1
近所 1
金木犀 1
空気 1
見える 1
好き 1
行く 1
阪神 1
子ども 1
自然 1
自分 1
趣味 1
出来る 1
勝つ 1
触れる 1
森 1
睡眠 1
星 1
生活 1
全員 1
素直 1
揃う 1
大自然 1
中井 1
中学校 1
特に 1
匂い 1
彼氏 1
方々 1

１．町民を対象としたアンケート調査の結果
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１．町民のウェルビーイングに関する調査結果

「幸せを感じるとき」についての自由回答の状況は以下の通り。Point

25～４４歳女性25～４４歳男性

抽出語 出現回数
家族 12
子供 7
幸せ 4
時間 4
食べる 4
特に 4
美味しい 4
遊ぶ 4
一緒 3
過ごす 3
妻 3
ランニング 2
仕事 2
自分 2
充実 2
出掛ける 2
人 2
生まれる 2
良い 2
ある程度 1
ご飯 1
のんびり 1
イベント 1
カラオケ 1
トレ 1
トレーニング 1
プール 1
ポルカ 1
マシン 1
ユース 1
ランチ 1
ルーツ 1
一番 1
家庭 1
外国 1
外食 1
確保 1
覚める 1
楽しみ 1
活動 1
寛 1
感じる 1
関係 1
含める 1
起きる 1
休み 1
筋 1
近く 1
近隣 1
繋がり 1

抽出語 出現回数
子ども 14
家族 13
子供 13
過ごす 6
仕事 6
時間 6
成長 6
一緒 5
行く 5
見る 4
元気 4
食べる 4
人 4
生活 4
近所 3
幸せ 3
自分 3
中井 3
特に 3
友人 3
旅行 3
両親 3
ケーキ 2
何気ない 2
会う 2
学校 2
楽しむ 2
感じる 2
休み 2
健康 2
犬 2
言う 2
散歩 2
思う 2
飼う 2
手紙 2
秋 2
少ない 2
笑う 2
職場 2
食事 2
親 2
生まれる 2
多い 2
誕生 2
道路 2
妊娠 2
毎日 2
優しい 2
友達 2

１．町民を対象としたアンケート調査の結果
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１．町民のウェルビーイングに関する調査結果

「幸せを感じるとき」についての自由回答の状況は以下の通り。Point

45～59歳女性45～59歳男性

抽出語 出現回数
家族 11
生活 10
出来る 9
子供 7
健康 5
普通 5
幸せ 4
食事 4
良い 4
飲む 3
感じる 3
好き 3
自分 3
人 3
特に 3
旅行 3
きれい 2
一緒 2
家 2
環境 2
元気 2
妻 2
参加 2
時間 2
実現 2
取れる 2
趣味 2
食べる 2
成長 2
全員 2
地域 2
中井 2
仲間 2
日々 2
日常 2
美味しい 2
暮らせる 2
DIY 1
あおば 1
いろいろ 1
アウトドア 1
アンド 1
イベント 1
ジム 1
スーパー 1
スポーツ 1
バランス 1
ライフ 1
ワーク 1
挨拶 1

抽出語 出現回数
家族 16
子供 11
食べる 7
元気 6
生活 6
幸せ 5
仕事 5
自分 5
成長 5
ランチ 4
感じる 4
健康 4
孫 4
被害 4
美味しい 4
友人 4
楽しい 3
季節 3
恵まれる 3
思う 3
時間 3
出来る 3
笑う 3
人 3
働く 3
日々 3
比べる 3
夫 3
きれい 2
家 2
過ごす 2
会える 2
環境 2
嬉しい 2
空気 2
決まる 2
見る 2
最後 2
産む 2
持つ 2
周り 2
住む 2
職場 2
食事 2
人達 2
中井 2
朝 2
鳥 2
特に 2
無い 2

１．町民を対象としたアンケート調査の結果
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１．町民のウェルビーイングに関する調査結果

「幸せを感じるとき」についての自由回答の状況は以下の通り。Point

60～74歳女性60～74歳男性

抽出語 出現回数
健康 23
出来る 18
孫 16
生活 14
家族 8
仕事 7
時間 6
旅行 6
感じる 5
事 5
特に 5
元気 4
自然 4
自由 4
趣味 4
増える 4
遊ぶ 4
ゴルフ 3
安定 3
過ごす 3
楽しい 3
環境 3
幸せ 3
行く 3
自分 3
成長 3
仲間 3
町 3
無い 3
ガーデン 2
一緒 2
家内 2
活動 2
近所 2
兄弟 2
交流 2
好き 2
行ける 2
行動 2
子供 2
収入 2
生れる 2
前 2
全員 2
多い 2
中井 2
日々 2
日常 2
年 2
夫婦 2

抽出語 出現回数
孫 25
健康 24
生活 18
家族 14
出来る 12
幸せ 9
子供 9
過ごせる 7
感じる 7
元気 7
夫婦 7
時間 6
食事 6
来る 6
花 5
過ごす 5
思う 5
自分 5
主人 5
出かける 5
娘 5
一緒 4
見る 4
好き 4
食べる 4
病気 4
暮らせる 4
遊ぶ 4
良い 4
維持 3
共に 3
結婚 3
月 3
行く 3
行ける 3
行動 3
時々 3
自然 3
人 3
成長 3
全員 3
夫 3
平穏 3
暮らす 3
無事 3
友人 3
友達 3
様子 3
おしゃべり 2
コンサート 2

１．町民を対象としたアンケート調査の結果
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１．町民のウェルビーイングに関する調査結果

「幸せを感じるとき」についての自由回答の状況は以下の通り。Point

75歳以上女性75歳以上男性

抽出語 出現回数
健康 19
出来る 10
生活 8
孫 8
家族 7
感じる 5
趣味 5
幸せ 4
妻 4
無い 4
現在 3
事業 3
自由 3
町 3
年 3
ゴルフ 2
リハビリ 2
運転 2
何とか 2
家 2
家庭 2
過ごせる 2
会話 2
楽しみ 2
活動 2
完 2
結婚 2
見る 2
交通 2
行う 2
困る 2
菜園 2
子供 2
持病 2
自然 2
社会 2
車 2
住む 2
順調 2
食べる 2
人生 2
成長 2
体 2
誕生 2
地域 2
動かす 2
日々 2
買い物 2
不安 2
不便 2

抽出語 出現回数
健康 18
出来る 16
家族 9
幸せ 8
自分 8
夫婦 8
感じる 7
生活 7
孫 7
年 5
元気 4
子供 4
思う 4
人 4
水 4
毎日 4
良い 4
一緒 3
家 3
過ごす 3
過ごせる 3
環境 3
自然 3
周囲 3
住む 3
食事 3
全員 3
暮らす 3
友人 3
旅行 3
アンケート 2
運転 2
楽しい 2
関係 2
居る 2
近所 2
見る 2
現在 2
行く 2
最近 2
市 2
出る 2
食べる 2
水道 2
世話 2
静か 2
茶飲み 2
中井 2
町 2
庭 2

１．町民を対象としたアンケート調査の結果
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３．町民へのインタビューの結果

暮らしの幸福に関する共起ネットワーク分析結果

自然

平穏

学校

家族

友人

地域

趣味

３．町民等に対するインタビュー調査の結果
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３．町民へのインタビューの結果

交通

集まる・遊べる場所

買い物

道路などの
環境整備

医療
教育

行政

中井町の改善点に関する共起ネットワーク分析結果
※中井町民のみ

３．町民等に対するインタビュー調査の結果
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道路などの
環境整備

買い物

交通

集まる・遊べる場所

アピール

３．町民へのインタビューの結果

中井町の改善点に関する共起ネットワーク分析結果
※中井町以外に在住の方のみ

３．町民等に対するインタビュー調査の結果




